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報道関係各位                                             2015 年 10 月 27 日 

株式会社エクセス 

メールアドレスの情報漏えいを未然に防止する 

「SafetyAnswer（セイフティ・アンサー）」の販売開始 

～顧客のメールアドレスを社内に持ち込まない、社内のメールアドレスが持ち出せない～ 

 インターネットソフト開発・販売会社の株式会社エクセス（本社；東京都練馬区、代表取締役；原 秀年：

03-3991-5716）は、この度、メールの情報漏えいを未然に防止するメールシステム「SafetyAnswer（セイフティ・アンサ

ー）」を開発し、2015 年 10 月 1 日より、販売を開始しましたのでご案内申し上げます。 

標的型攻撃メールの二次攻撃を防ぐ 

情報漏えいの事故は後を絶たない状況です。最近の傾向として標的型攻撃メールの被害が多くなっています。本製

品は、攻撃の糸口となる社内のメールアドレスを公開しないと共に、社外から届く顧客のメールアドレスを匿名化して

管理することにより、たとえ社内に侵入されたとしても持ち出されるメールアドレスそのものを社外では使えない無意味

な情報にすることで、攻撃された後の被害拡大を防止する効果を発揮するシステムです。侵入そのものを直接防御

することはできませんが、二次攻撃の糸口となる情報を与えない様にすることができるので、他のセキュリティ対策と合

わせて導入することで、大いに効果が期待できます。 

また、社内に溜まる顧客のメールアドレスは、メールを受信した本人のアドレス専用に匿名化されるため、社外への持

ち出しはもちろん、たとえ社内であってもなりすまして送信することはできません。 

組織内に拡散していた顧客のメールアドレスを一元管理することにより、守るべきシステムが絞られ、メールシステム管

理者の負担を軽減することができるものになっています。 

さらに、メールアドレスの匿名化をメールの外部転送に利用することで、自社顧客のメールアドレスを伏せて業務の外

部委託をする場合に効果を発揮します。また、社外で利用するモバイル端末の盗難・紛失時のメールアドレス漏えい

対策にも活用できます。 

提供形態は、クラウドによるメールアドレス単位の課金のほか、オンプレミスによるソフト提供を用意しています。 

 

 

■名称   「SafetyAnswer（セイフティ・アンサー）」 

商標登録済 

 

 

■価格例 (税別) 

・クラウド：   登録可能アドレス 10 個 （転送可能アドレス 50 個）の場合  年間 54,000 円～（企業向け） 

・オンプレス：  85 万円～（100 アドレス版使用、初年度、SafetyAnswer の導入のみ、カスタマイズ等別途） 
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【背景】 

大企業による大量の個人情報漏えいなど情報セキュリティ分野への関心は高まっています。中でも標的型攻撃メー

ルによる情報漏えいは巧妙化してきており、差出人が取引先や官公庁、組織内関係者などに偽装してメールを送っ

てきますので対策が困難です。いままでもその対策として送信者の認証を確認する SPF や DomainKeys などがありま

すが、送信側と受信側双方のメールサーバが対策されていないと意味がないので、普及率が低いのが現状です。 

本製品は、ターゲットとなるメールアドレスを推測できない別のメールアドレスに置き換えて匿名化することにより、例え、

悪意のある第三者にそのメールアドレスを入手されても、使うことができない無意味なメールアドレスにかえてしまうことで、

漏えいの糸口となる情報を与えなくすることを目的としています。 

もちろん、通常のメールのやりとりには、支障をきたすことはありません。さらに、このシステムを導入することにより、組織

の内外に拡散傾向にあるメールアドレスを一元管理することが可能になります。対象のサーバを重点管理することによ

り情報セキュリティレベルを高めることができるので、メール管理者の業務負担を大幅に軽減することが可能です。 

ビジネスの分野だけではなく、学校・PTA などでの利用も見込まれます。学校へ連絡をしてくる保護者のメールアドレス

が事前登録なしに全て匿名になり、教員や PTA 役員のメールアドレスも保護者に知らせずにメールを受け取ることが

できるなど、活用分野は多岐にわたります。 

 

【主な特長】 

◾故意、事故に関わらず、メールアドレスの漏えいを防ぐ 

組織へ届くメールの送信者メールアドレスを全て匿名化することにより、個人情報としてのメールアドレスの漏えいを

防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◾自分に届いたメールの送信者アドレスが盗まれても心配ない 

匿名化された送信者メールアドレスは、受信者専用のメールアドレスです。他人に届いたメールの送信者アドレスに

は、メールを送信することはできません。 
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◾本当のメールアドレスを知らなくとも、業務に支障はない 

同じ送信者から届くメールの送信者アドレスは、同じ匿名アドレスが割り当てられます。受信した匿名アドレスは、通

常のメールアドレスと同様に管理して利用できます。一般のアドレス帳などの管理と違う点は、登録されるアドレスが

匿名化されたアドレスだという点だけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 実際に届くメールのアドレス表記は、 

  A さん<a@会社.jp> ➡ A さん<匿名 A> となるので、A さんからのメールを判別できます 

  本当のアドレスが何かということに注意をしていない限り、業務上の影響はありません 

 

◾送る側も、受ける側も、双方が匿名でメールを送受信できる 

Safety Answer と連携する公開アドレスを挟んでやり取りする全てのメールの送信者アドレスを匿名化することで、

WEB サイトなどを利用せずにメールだけで、簡単に匿名の双方向通信が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◾担当者のメールアドレスを顧客に知らせずに、メールを受信返信することができる 

会社のドメインから社員の携帯やモバイルへメールを転送した場合に、直接返信しても会社のメールアドレスから返

信されるので、社員の個人携帯などが業務に活用できます。 

◾モバイル端末の紛失や盗難時に顧客のメールアドレスを守る 

社外で利用するモバイル端末へ会社のメールを転送している場合に、モバイル端末の紛失や盗難にあっても、メール

アドレスを匿名化してメールを転送できるので、大切な顧客のメールアドレスが漏れる心配はありません。 

◾メール転送の設定だけで安全に業務を外部委託できる 

業務を外部委託する場合でも、委託先のメールアドレスへメールを転送するだけで メール設定の ID、パスワードな

どを貸与する必要がありません。委託先には自社顧客のメールアドレスが匿名化されて届けられるので、委託先から

の情報漏えいはありません。また、返信を規制することで、勝手に連絡が取れない様にすることもでき、完全に外部

委託業務をコントロールできます。 
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【システム構成例】 

●社内ネットワーク内にローカルメールサーバを設けて、インターネットと完全に分離されたメール環境を構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●顧客のメールアドレスを伏せて業務を安全に外部委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校や PTA 役員の個人メールアドレスを非公開にして保護者と連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＥＢページもご参照下さい。 http://www.ans.email/ 

※30 日間の試用版も用意しています。 

詳しくは、ご連絡下さい。 

http://www.ans.email/
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【会社概要】 

● 社名 ： 株式会社エクセス 

● 本社 ：  東京都練馬区早宮一丁目１８－１５ 

  Tel 03-3991-5716  Fax 03-3991-3896 

● 設立：平成元年６月 

● 資本金：１０００万円 

● 代表者：原 秀年 （はら すえとし） 1960 年 8 月生まれ 

● 業務内容： 

・コンピュータソフトウェアの開発、販売 

・コンピュータネットワークの企画、開発、設計及びコンサルティング 

・インターネットプロバイダー事業 （一般第二種通信事業 Ａ－１４－５１０１） 

・各前号に附帯する一切の事業 

 

 

 

文中、製品名、会社名等は、各社の商標及び登録商標です。 

記事掲載時のお問合せ及び、弊社製品に関する情報や質問は、下記へお願いします。 

 

株式会社エクセス 担当：原 

〒179-0085 東京都練馬区早宮一丁目１８－１５ 

Tel 03-3991-5716  Fax 03-3991-3896 

E-mail： suetoshi_hara@xes.co.jp 

会社ホームページ： http://www.xes.ne.jp 

SafetyAnswer ホームページ： http://www.ans.email 


